





























































































































































































津島 靖子 ･ 異田 敏
の処理の際,受動的に注意が移行する状態 を
●`atentionshi灯 と表現し,同注意系は前方注意系
により制御されているとしている｡彼らが用いる
shiftの背景メカニズムは ｢注目する必要のない情報
に対して抑制をかけるもの｣であり,ここにおける
注意の集中とはあくまで受動的な注意の集中である
と考えられる｡このことは,前述のMirskyら1'の
用いた能動的な注意の集中のことをさすshiftと用語
の解釈の上で留意しておく必要があると思われる｡
前述のBermanら1いは,CPTにより活性化され
る脳機能部位の左右差の検討で,右側が優位であり.
非対称であることを指摘している｡また.この非対
称に関してHagerら18)ち,fMRIによる検討で同様
の右側優位の報告を行っている｡しかし,Oggら19'
はfMRIを用いた検討で,運動抑制の際に生ずる運
動関連性の左右差や,提示された課題の視覚情報の
処理の際の左右差などの要因が背景に考えられると
して,注意機構や反応抑制そのものの左右差かどう
かについては断定できないとしている｡さらに,
Herrmannら20),はGo/NoGo課題におけるNIRS
による二次元脳 トポグラフィーの検討から,以前の
彼らによる左右差に関する見解21)を否定し,非対
称は認めなかったとしている｡これは,彼らの既報
の研究では安静状態をコントロールとして検討して
いるが,その後の研究では運動反応をともなった状
態をコントロールとした検討に変更し,以前の誤解
釈の原因として運動の影響が反映されていたためと
考察している｡また 同論文の中で,Go/NoGo課
題の抑制のNoGoのフェーズにおいて,両側前頭領
域下部に代謝の克進が見られることから,同部が反
応抑制に関与していることも推測され注目される｡
中脳 ･橋網様体が脳循環 ･代謝を測定する画像検
査において,CPT遂行中に賦活されるという報告が
ないことについて,動物実験において,覚醒反応を
引き起こすための,同部の電気刺激は極めて低電位
で短い持続時間で十分であることが知られており22)
少数の細胞の短時間の興奮が上行性網様賦活系を介
して脳全体に覚醒反応として伝播することから,小
さなエネルギーで大きな影響をおよぼす組織と考え
られ,その結果,画像検査で把握できるほどの代謝
の克進が認められなかったものと推測される｡
3.あわりに
前述のようにMirskyら16)は注意機構の要素であ
るsustainの評価に適した神経心理学的検査として
cpTを挙げ,sustainの中心的部位の一つとして皮
質下の間脳に位置する視床を想定している｡しかし,
最近の脳循環 ･代謝測定法に基づく研究でCPTの
課題遂行中に活性化された脳部位は,視床のみなら
ず,大脳皮質領域である,帯状回を含む前頭葉内側
面,上部から下部にいたる前頭葉背外側面,前頭葉
眼席面,頭頂葉および側頭葉におよぶ広汎な領域で
あることが明らかにされた｡ここで,CPTの課題
特性から判断すると,課題遂行には注意機構の要素
であるsustainは必須と思われるが,注意機構のそ
の他の要素であるfocusやshiftも必要であると考
えられ,さらに実行機能としての反応抑制やワーキ
ングメモリも不可欠であると考えられる｡これら注
意機構や実行機能にかかわる課題の処理過程で消費
したエネルギーを脳循環 ･代謝測定法によって包括
的に捉らえ.その結果,広汎な脳部位の活性化が確
認されたものと考えられる｡今後,これら脳機能局
在を注意機構および実行機能の各要素別に検討する
ためには,脳循環 ･代謝測走時の課題と対照時の課
題に,分析的解析が可能になるような工夫が必要と
思われる｡しかし,上記各機構の諸要素が独立した
脳機能局在を有しておらず,多領域の神経細胞が関
与するような脳機能システムとして存在する可能性
についても留意しておく必要があると思われる｡
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